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The role of fashion as interpersonal communication skills
Keiko TANDA
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Mukogawa Women’s University
This study examined whether fashion can function as an interpersonal communication skill. A total of 35 
female university students enrolled in a non-fashion related department produced fashion outfits (including 
clothes, accessories, hairstyles, and makeup) as a form of self-expression to represent their impressions of a 
theme, and 64 other students gave the resulting ensembles a five-step evaluation using image-rating adjective 
pairs. We tested the alignment between the studentsʼ self-expression and the impression that others received. 
The results showed rates of conformity of 62.8% and 74.3% at the 5% and 1% significance levels, respec-
tively. Impressions were communicated at a high level of accuracy, thus demonstrating that fashion can func-

































調査は，自己評価と他者評価の 2 種類の評価を 2019 年 5 月から 6 月にかけて実施した．自己評価と
して，ファッションの製作者が他者に伝えたい印象をイメージ評価形容詞 20 対の中から選択させた．
他者評価は女子大学生 2 年生 64 名を対象とし，35 試料について（1 回当たり 5 試料）Table 1 のイメージ
評価形容詞 20 対を用いて 5 段階評定の官能検査を行った．左側の形容詞について「そう思う」場合は評
価値「1」，右側の形容詞について「そう思う」場合は評価値「5」，「どちらともいえない」場合は「3」を与えた．
結果および考察
他者評価 64 名間のイメージ評価結果の平均値と標準偏差を Table 1 に示した．この他者評価 64 名間
の評価が一致しているかを検証するため，イメージ評価形容詞対ごとに検定値と 64 名の評価平均値に
差はないという帰無仮説をたて，1 サンプルの t 検定を行った．Table 2 に例（試料 1，検定値 4 の結果）
を示した．表中に有意確率 5％で差がない形容詞対をグレーの網掛けで示した．この結果，64 名の評価
が有意確率 5％で差がない（一致）と判定された形容詞は，Table 1 の平均値より「暗い」「冷たい」「大人っ
ぽい」「きつい」の 4 形容詞であった．35 試料について同様の検定を実施した．他者がファッションを
見ることにより受けた印象は，検定値 2 以下が Table 2 のイメージ評価形容詞対の左側の形容詞と 4 以
Table 2　The calculation of the t-test (sample 1)Table 1　The sample statistic (sample 1)
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い－きつい」の 6 形容詞対であった（太字は製作者が選んだ形容詞を表す）．検定値 4 で自己と他者の印
Table 3　Suitability of the designed person intention and the evaluation of others




い」の 4 形容詞であった。このように 35 試料 20 形容詞対について検定値ごとに適合性を照らし合わせ
た結果を Table 3 に示した．ファッション製作者が他者に伝えたい印象は，35 試料× 20 形容詞対（計
700 形容詞対）中 84 形容詞対であった。その中で他者評価が有意確率 5％で一致したものと適合した形
容詞対は 71 語，有意確率 1％の場合は 84 語，両者が適合しなかった形容詞対は 29 語であった．ファッ
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